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第１章 

１．地域で親しまれている景観資源（岩国市固有の景観資源） 
 

岩国市固有の景観は、多種多様であり、景観の捉え方は、市民一人ひとり、また、地域によっ

ても様々です。そこで、守り、育て、伝えていくべき景観として、地域に親しまれている景観資

源を市民アンケートや景観ワークショップ等から抽出し、「地域で親しまれている景観資源」とし

て示します。市民の思い入れの深い景観として、清流「錦川」や「錦帯橋周辺のまちなみ」等が

挙げられるほか、各地域に多種多様な景観資源が分布しています。 
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岩国市の景観特性

 

地域で親しまれている景観資源の分布図 
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第１章 

２．岩国市の景観の定義 
 

景観は、地域の風土の基盤をなす自然環境を根幹として、その風土に対応して築かれてきた文

化や産業等、地域の人々の生活によって形づくられるもので、今後も変化していくものです。 

そのため、本市において「景観」とは、目に見えるものだけでなく、そこに吹く風や感触、香

り、聞こえてくる音等の五感を通じて感じられる地域の印象に加え、地域性や歴史性等の関係を

認識することによって、はじめて全体像が把握できるものと考えます。その上で、「岩国市景観ビ

ジョン」において、『岩国市の「自然」や「歴史・文化」、そこに育まれてきた「人と心の生活」

をあらわすもの』と定義しました。 

 

本計画では、こうした「景観」の定義と景観法の５つの理念を踏まえ、岩国市の景観を地域の

風土の基盤をなす「自然」や風土に対応して築かれてきた「歴史・文化」、「人々の生活・生産」

の場といった３つの観点から捉えることとし、目に見える景観と五感を通じて感じられる印象、

そこに育まれてきた人と心の生活、歴史性の関係も含め、「岩国らしい景観」の全体像の把握を行

います。 
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岩国市の景観特性

３．岩国市の景観特性 
 

３－１．自然の景観 

本市の自然の景観は、中国山地から連なる山並み、清流錦川や島田川の流れ、そして瀬戸内

海の海岸線や大小の島々が基調となっています。 

寂地山、羅漢山は、標高 1,000ｍを超え、ブナ林の自然植生が残り、谷は、渓流となって豊

かな自然景観をなしています。中国山地を北西から南東方向に縦断する錦川は、両岸の森林や

水田とともに、川の流れが淵、瀬となってつながりのある景観をなしています。市の東部を広

島県境に流れる小瀬川は、弥栄峡の峡谷美と弥栄ダム、弥栄湖、弥栄大橋等により自然と人と

の営みが調和した景観をなしています。玖珂盆地は、蓮華山、塔ヶ森、高照寺山、氷室岳に囲

まれ、中央を島田川がゆったりと流れています。瀬戸内海沿岸は、錦川河口部を除いて、山か

ら続く丘陵が海岸線まで迫り、瀬戸内海の眺望と海岸線に平行する山の眺望に特徴のある景観

が続きます。柱島群島は、瀬戸内海の多島美を形づくっています。

銭壺山からの瀬戸内海（由宇地域）

錦川（岩国地域） 寂地山（錦地域） 

弥栄湖と弥栄大橋（美和地域） 

玖珂盆地（玖珂・周東地域） 



 

12 

第１章 
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岩国市の景観特性

３－２．歴史・文化の景観 

本市には、地域ごとに長い歴史と高い文化を反映する景観があります。 

吉川家の城下町として発展してきた横山・岩国地区には、錦帯橋をはじめ岩国城、吉香神社、

吉川史料館、香川家長屋門等、城下町の面影を今に伝える景観が形成されています。瀬戸内海

に面した由宇では、岩国藩の代官所跡や榊神社の社寺、年番神楽が地域の歴史と文化を感じさ

せる景観をなしています。玖珂、高森には、本陣跡、酒造所、椙杜八幡宮、高森天満宮等によ

り、旧山陽道の宿場町の面影を残す景観が形成されています。中国山地の山代地域は、谷沿い

や峠を越えて集落をつなぐ山代街道、岩国往来が地域を結ぶ交流の軸となり、広瀬や本郷のま

ちなみや一里塚、社寺、山代神楽等がこの地域の歴史と文化の景観をなしています。瀬戸内海

の柱島諸島では、忽那
くつな

水軍をはじめ島固有の歴史を示す社寺や史跡が歴史・文化の景観をなし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高森宿のまちなみ（周東地域） 山代神楽（錦地域） 

年番神楽（由宇地域） 錦帯橋（岩国地域） 
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第１章 
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岩国市の景観特性

３－３．生活・生産の景観 

本市は、県東部の中核都市として約15万人の市民が暮らし、活発な生産活動が行われていま

す。 

岩国駅を中心とする商店や業務が集中する中心市街地では、アーケードやショウウィンドウ

が華やかな景観をなしています。臨海部では、コンビナートの工場群が生産の景観をなし、岩

国基地では、航空機の離発着が見られます。幹線道路が中心市街地から放射状に広がり、沿道

商業施設や住宅等の連なりにより、全体として都市の景観をなしています。また、郊外には、

都市近郊の田園景観が形成され、尾津町には、ハス田が広がる特徴的な景観があります。由宇、

玖珂、周東、山代地域の総合支所周辺は、地域の生活の拠点としてまちの景観が形成され、山

代地域を中心とした棚田や中国山地の谷底平地の農村、玖珂盆地の田園等、人々の生活と自然

が調和した景観が形成されています。また、山代地域には、手入れの行き届いた良好な森林景

観が広がり、瀬戸内海沿岸や島嶼部には、漁港や漁村の景観がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖生の田園（周東地域） 柱島港（柱島地域） 

中心市街地（岩国地域） 臨海部の工業地帯（岩国地域） 
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第１章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


